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（Quartz）が同定され砥の粉もしくは地の粉であることが
わかった。これらは現代の位牌・仏壇の材質・製作技法に
類似しており、仏像・仏具の系統の技法と考えられる。一
方、東京都文京区祥雲寺跡・浄福寺跡出土位牌は炭粉下地
が使用されている（木沢・山田2017）。このように漆製品で
も食器や位牌のような種類による材質・製作技法の差異や、
現在では消失してしまった技術など、技術の系譜を明らか
にすることが必要である。
５．まとめ
　以上のように、近世都市江戸の人々にとって漆は器物の
補修に使う接着材や日用雑器のような実用品であり、仏具
やハレの日の器にみられるような憧れの品であった。漆製
品の品質差は広く、格式と品質が複雑にからみあいながら
生活の中に流布した。その品質差は目視では判別できず、
文化財科学的分析が有効である。また、文献史料・民俗資
料の更なる援用、漆の代替品である柿渋を含む人と有用植
物の関係史の解明も今後の課題である。
※ 「３．近世江戸遺跡出土の漆製品・漆工用具」発掘調査
報告書掲載・報告されている漆製品の集成は、2013～
2015年度国立歴史民俗博物館共同研究「学際的研究によ
る漆文化史の新構築」の成果によるものです。
 「４．近世・近現代の漆製品-位牌の事例から-」は、2018
年度京都市・山本文二郎漆科学研究助成「近世江戸にお
ける漆塗り位牌の材質・製作技法に関する基礎研究」の
成果によるものです。
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